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　このほど、境港市社会福祉協議会、境港市、境港市民総
合ボランティアセンターが共催し、「ボランティア講座」を
開催しました。
　この講座は、こころの病気に対する知識や対応を学び、
広く知ってもらう事を目的に、３回のシリーズで開催して
います。
　第１回目の講座は「こころの病気って何だろう？」と題し
て、Ｆ＆Ｙ境港所長の廣江  仁 氏（精神保健福祉士）に講演
をいただきました。
　廣江所長は、こころの病気について受講者に分かりやす
く話され、また、「何かをしてあげるのではなく、何かを一
緒にする当たり前の感覚を大事に」と地域で支える精神保
健福祉ボランティアの必要性を話されました。
　受講された方をはじめ、一人でも多くの方が「こころの
病気」を正しく理解することが、誤解や偏見のない共生社
会の実現につながるのだと思います。

「心の病気」について分かりやすく解説する廣江所長

当日は約40名の方が受講されました（会場：境港市保健相談センター）

ボランティア講座がスタートしましたボランティア講座がスタートしました

正しく知ることも
　　　　ボランティア
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　地区社協は地域のみなさん全員で組織するものです。

しかし、地域のみなさん全員が集まって意見を出し合う

ことはとても無理なことです。

　そこで、自治会連合会を始めとし、民生委員・児童委

員協議会、食生活改善推進委員会、老人クラブ、福祉協

力員やボランティアなど地区内の各種団体や、住民によ

って組織されています。

　地区社協は、それぞれが自分らしい生活を
送れるような地域づくりを目標に、支え合い
による福祉活動を推進する役割を担っていま
す。
　そして、この福祉活動は、住民が主体とな
って行います。
　地区社協は、把握したニーズについて話し
合い、解決を図りますが、地区内での解決が
困難なときには専門機関・組織等と協働しま
す。このように、専門機関や組織、団体等と
の適切なコーディネートも、地区社協の大切
な役割です。

地区社協の役割とは？

地区社協にはどんな人・団体が参加しているの？

グラウンドゴルフを通しての世代間交流事業

各地区工夫をこらして開催する敬老会
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　地域福祉活動を実施するには財源の確保が必要です。
地区社協の主な財源の「３本柱」として下記があります。
　① 住民のみなさんからいただいている会費
　　 （市社会福祉協議会会費）
　② 地域福祉推進のための赤い羽根共同募金
　③ 市からの委託料
　また、香典返しや、寄付金も活動財源となっています。
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様々なイベントなどでの募金活動

ふれあいの家援助員がレクリエーション研修会に参加

活動財源は、主に『会費』と
共同募金と委託料です。
活動財源は、主に『会費』と
共同募金と委託料です。

地区社協はどんな活動をしているの？地区社協はどんな活動をしているの？

福祉への理解を深めるために･･･福祉への理解を深めるために･･･
♢福祉懇談会、福祉講演会、各種研修会等の開催　　 ♢地区社協だよりの発行
♢地区内イベントの後援等

支え合いの輪を広げていくために･･･支え合いの輪を広げていくために･･･
♢安否確認活動（訪問、声かけ、などの見守り）　　 ♢配食サービスの実施
♢小地域ネットワーク活動の推進

交流を深めるために･･･交流を深めるために･･･
♢敬老会の開催　　 ♢高齢者ふれあいの家やふれあい会食会の開催
♢グラウンドゴルフや伝統行事による世代間交流イベントの開催　 ♢学校と連携した各種行事への参加

地域の財源づくりのために･･･地域の財源づくりのために･･･
♢地区住民に対し、自治会の協力を得ながら、会員加入の呼びかけ
♢公民館まつりなどでの募金活動の実施

　地区社協では、参加団体の協力・連携のもと、地区の実情に応じながら以下のような活動を行っています。

「地区社協」は、このように、福祉課題やニーズを抱えている方への支援や、地域課題の解決へ向けた地域住民
の助け合い推進、住民への協力呼びかけ、啓発活動、関係機関等の連絡調整などが、主な活動になります。

⎠
⎞

⎝
⎛
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○真 光 寺
○㈲ロードスター山陰境港店
○㈱港タクシー
○税理士山根一郎事務所
○㈱ケンズホーム
○足立産業㈲
○㈲花のわたなべ
○フタバスポーツ
○㈲門永電器
○ぱあまはうす
　　プロデュース よしろう
○美容室プレジール
○三協建設㈱
○ながせ歯科
○池田整骨院
○ファミリークラブ合同会社
○松谷経営コンサルタント
○㈲土井商店
○山陰日網㈲
○㈲三浦鉄工所
○理容クリニックサロン ホッタ
○おしゃれショップやまもと
○小森眼科クリニック
○ゆりこの美容室 らぁ～ふ
○㈲サンイン・ギフト
○㈲しんえい
○読売センター境港
○フィッシング＆ダイビング つぼの
○やきとり大吉境港店
○㈲武田水産
○風水ギャラリー流
○らーめん大學 境港店
○日本海新聞境港専売所
○山本博敏 税理士事務所
○サンスイ土地建物㈱
○喫茶 愛ぼう

○㈲中田石材工作所
○㈲真野集商店
○池渕医院
○柏木米穀店
○まるか商事㈱
○㈲伯 雲 軒
○㈱ア イ ズ
○野々村電機工業㈱
○㈲いけびんストーア
○鬼太郎茶屋
○㈱千年王国
○境港海陸運送㈱
○千代むすび酒造㈱
○朝日生命 境港営業所
○㈲寺本商店
○㈱日本海ポートサービス
○㈲松下酒店
○㈲戸田油店
○新田文具店
○京久野履物店
○鬼太郎の里わたなべ
○ベンハーズジム
○辰巳屋商店
○みのり理容店
○㈲酒井商店
○渡辺食品㈲
○ダイワ石油㈱境港支店
○㈱マルトヨ
○田中由美
○アフェクト
○住友生命 新境港支部
○立川　武
○司法書士 長栄善二郎事務所
○㈲吉田電機工業所
○㈲寝具の黒田
○堀田石油㈱

○㈲早瀬敏商店
○㈱昭和船具店
○㈲安来屋金物店
○植田カメラ
○㈲中島正確堂
○㈲隠岐花月堂
○市場医院
○パンの店ささき
○福間節子理容室
○㈲森脇自動車
○増谷薬局蓮池店
○㈲共同印刷所
○岡空小児科医院
○㈲赤名水産
○㈱島根銀行境支店
○㈱くろだ美装
○三　　光㈱
○鰤岡厚子
○㈲中井水産
○こまどり美容室
○㈱岡田商店
○フォトスタジオ みなみ
○喫茶 ピアス
○㈲池　　商
○㈲河下鉄工所
○㈲遠藤通船
○由木鉄工㈲
○景山米穀店
○㈲第一水産
○㈲長浜屋商店
○㈱共　　伸
○足立早苗
○㈲清水塗工
○㈱ヤマネ産機境港営業所
○㈱門永水産
○㈲ひらまつ

○明治乳業池渕販売店
○㈲足立建設
○㈱平 設 計
○㈲中西一郎商店
○山陰中央新報上道販売所
○ササキベーカリー
○ケア・パートナーズ
○木村歯科医院
○美保食品協業組合
○角米穀店
○龍 泉 寺
○橋本工業所㈲
○三共物流運輸㈲
○㈲アドスタジオ
○永見呉服店
○木村産業㈱
○㈲岡田商店
○㈲岡田鮮魚
○足立ふとん店
○㈲吉良常総本店
○足立燃料㈲
○㈲足立生コン
○㈱大和合成鳥取
○㈲ウイング
○㈲ゆみはま
○米子空港ビル㈱
○ローソン境港三軒屋店
○㈲ビルト・ミチダ
○永井モータース
○㈲徳永運送
○㈲永井自動車工業
○竜ヶ山こどもファミリークリニック
○アパレルサンレディ
○日本海新聞 永井正博
○ユミハマファーム㈲

（順不同・敬称略）

平成２２年度一般募金実績額

4,952,884円
平成２２年度歳末たすけあい募金実績額

2,524,955円

法人募金
1,317,500円

職域募金
207,461円

学校募金
89,079円

街頭・バッジ募金
198,462円戸別募金

3,140,382円

事 業 名
三世代交流ふれあいもちつき大会

一人暮らし老人への安否確認とクリスマスプレゼント

とんど行事

地域ふれあい節分運動会

もちつき、しめ縄作り

ふるさと塾ふれあいクリスマス会

歳末たすけあい募金の事業配分
　皆様にご協力いただきました「歳末たすけあい募金」

は、各地区社会福祉協議会が年末年始に取り組んだ下記

の事業へ、合計１８万円の配分をさせていただきました。
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○共和水産㈱
○境港水産物市場荷受協議会
○鳥取罐詰㈱
○マルコフーズ㈱
○㈱大　　新
○山陰化成工業㈱
○友田水産㈱
○境港センター冷蔵㈱
○㈱石橋造船鉄工所
○大　　海㈱
○㈱島谷水産
○㈱井ゲタ竹内
○北陽冷蔵㈱
○日本海冷凍魚㈱
○大　　幸㈱
○大海通産㈱
○境港魚凾㈱
○㈲赤沼運送
○㈲魚 山 亭
○㈲お食事処 峰
○㈱日本海通商
○㈲共　　友
○㈲渡邉鉄工所
○西播通運㈱境港営業所
○全国漁業協同組合連合会
　　境港油槽所
○共和産業㈱
○大漁市場 なかうら
○㈱タナカ技建
○㈱カ ツ キ
○㈱カワバタ印刷
○甲陽ケミカル㈱境港工場
○ユタカフーズ㈱鳥取工場
○ＡＤＥＫＡファインフーズ㈱
○㈱中国ヨコハマタイヤセンター
　　タイヤガーデン境港店

○㈲赤石商店
○㈱福　　栄
○㈱上野水産
○旭食品㈱境港支店
○㈲川口商店
○㈱ウチダフーズ
○㈲門永鉄工所
○㈱澤井珈琲
○山陰合同銀行
○鳥取銀行
○㈱海産物のきむらや
○山陰アシックス工業㈱
○ビーハート㈱中海営業所
○鳥取西部農協境港支所
○㈲渡辺正工務店
○㈲岩田自動車工業
○㈲ダイトク
○㈱渡辺商会
○㈲グリーンアート
○㈲安田水産
○㈲渡辺商店
○ローソン境港渡町店
○鳥取県漁業協同組合境港支所
○かげやま美容室
○川田司法書士事務所
○㈲フィッシング ながえや
○日本食品工業㈱
○正 福 寺
○読売新聞余子Y・C・代表 阿部充
○㈲小倉水産食品
○㈲堀田倉庫
○新 来 軒
○境港工業協同組合
○かねまん水産㈱
○㈲浜田水産
○㈲田手水産

○㈲丸山水産
○㈲岡島水産
○㈲中平水産
○境ビルサービス㈲
○㈱ハーバーコーポレーション
○㈲道田建設
○オキイ清掃㈲
○小野建築
○㈱ティハウス
○エスティー産業
○㈲中海工業
○たけし歯科クリニック
○トノエ鍼灸治療院
○安達建築
○㈲中尾油店
○㈲足 立 組
○美容室クレソン１
○㈲浜光建築
○㈱木下建設
○高梨ふとん店
○㈲境 電 工
○倉元内科医院
○ひまわり歯科医院
○㈱ヤマト境港営業所
○富永石材店
○第一運送㈱
○パチンコ・アルファ
○いんてりあ竹内
○㈲ＳＵＮ企画
○㈲徳山商店
○㈲田川商事フジ産業外江給油所
○㈲末広ドライ
○珈琲倶楽部㈲ TO YOU CLUB
○日新林業㈱
○㈲三共鉄工所
○境港運送㈱

○㈱日　　新
○若　　貴
○境港土建㈱
○松本正福 税理士事務所
○伊塚住宅設備
○㈲こめや産業
○佐藤産業㈲
○㈲佐藤建設
○㈲角 建 設
○㈲清水水産
○野津水産㈲
○㈲カモメ広告
○㈲對山堂薬局
○㈱宝 商 会
○靴とはきもの くぎたに
○㈲輸入品コーナー ハセガワ
○㈲三本松瓦店
○㈲門永金物店
○第一生命保険㈱ 境港営業オフィス
○荒木医院
○㈲木村生花店
○くろみ理容店
○㈲杉山実業
○植田建材㈱
○司法書士 佐々木健雄
○㈱きさらぎ
○カットハウス ＡＭＩ
○光 祐 寺
○ヤマト運輸㈱
　　境港なか海宅急便センター
○㈲田中洋品店
○㈲境家具販売所
○㈲尾古鉄工所
○境港環境事業㈲
○㈽里岩商店
○㈲いろは精肉本店

　昨年の「赤い羽根共同募金」には、みなさまから沢山のご協力をいただきありがとうございました。
　一般募金と歳末たすけあい募金の実績及び配分について報告させていただきます。
　一般募金は、約半分が県内の福祉施設・福祉団体へ配分されます。残りの半分は、次年度に市社協が配分を受け、
「福祉のまちづくり」のために活用されます。
　また、歳末たすけあい募金は、年末年始に行う住民参加型の福祉活動に配分するとともに、次年度の共同募金配
分金に上乗せされ、福祉団体等の交流・研修活動のための福祉バスの運行事業、地区敬老会事業に活用させていた
だきます。

ご協力 ありがとう
　　    ございました

赤い羽根共同募金・歳末たすけあい募金の報告

法人募金にご協力いただいたみなさん
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鳥取県境港市馬場崎町211-1
OA機器・事務用品・写真・通信機器

米子 今井書店本の学校 内
松江 今井書店グループセンター店 内
文具・事務用品・ペーパーファクトリー

鳥取県米子市両三柳882
キャラクター商品製造販売・卸・
イベント企画

イオン日吉津SC内１階
ステーショナリー・インポート雑貨

境港市社会福祉協議会だより

発行頻度及び発行日 お申込み方法

広告掲載料金（1回あたりの掲載料金）

入稿までのスケジュール

平成23年度は12回の予定（毎月5日発行）

　発行日の前月１日までに掲載希望及び大きさをご連絡く
ださい。原稿の締め切りは前月10日までとなります。

１ 枠 ＝１０,０００円（横18㎝ × 縦５㎝）
半 枠 ＝   ５,０００円（横   9㎝ × 縦５㎝）

※協賛いただきました広告掲載料は、発行経費の一部に充当させていただきます。

　広告の原稿を添えて、所定の申請書とともに郵送又は持
参してください。なお、公益法人の機関誌のため、掲載をお
断りしている内容（業種）もありますので、ご了承ください。

※その他、ご不明な点などがございましたら、ご遠慮なく
　下記へお問い合わせください。
市社会福祉協議会 担当：松本
ＴＥＬ０８５９-４５-６１１６ ＦＡＸ０８５９-４５-６１４６

　境港市社協だより「こだま」は、市報に折り込み市内全戸配布しているほか、公共施設などに計１２,０００部を
配布しており、市民に広く浸透している機関誌です。
　貴店・貴社の店名・会社名や商品等のＰＲに活用したいという方は、ぜひ、広告掲載にご協力いただき、お申込
みをお願いいたします。なお、「こだま」は市内全戸配布するため、ＰＲのエリアや対象が明確です。

「こだま」の 広告掲載にご協力をお願いします!広告掲載にご協力をお願いします!

　県社会福祉協議会では、ボランティアグループ・市民活動
団体を支援するための助成を行っています。

平成２３年度平成２３年度

ボランティア・市民活動
助成事業の募集
ボランティア・市民活動
助成事業の募集 応募受付中

　県内で活動するボランティア団体・グループ・非営利の団
体（法人格を有する団体は除く、ただしNPO法人は申請可）
　一団体につき２０万円を限度として（１団体１事業）ボラン
ティア・市民活動の啓発普及事業、研修・講座等開催事業・
機材整備事業に活用できます。

助成対象団体等

　応募用紙に、必要事項記入の上、添付書類と
ともに県社協に申請します。
　締切：平成２３年３月３１日まで
※なお、申請に際して、市社協の推薦が必要です。
　申請書は市社協窓口にもございます。

応募方法・締切

☎（0857）５９－６３３２

県社協  ボランティア・市民活動センター
問合せ先

※なお、申請に際して、市社協の推薦が必要です。

●加入できる方
ボランティア個人またはボランティアグループ団体、
ＮＰＯ法人またはその所属の無償のボランティア
●補償期間
平成23年4月1日午前0時から平成24年3月31日午後
12時まで
※4月1日以降の加入については、加入申込手続き完
了日の翌日から

●補償内容
◦傷害事故（ボランティア自身の死亡、後遺障害、入
院通院保険など）
◦賠償事故（活動中に他人の身体、財物に損害を与え、
法律上の賠償責任を負ったとき）

●対象となるボランティア活動
◦自発的な意思により他人や社会に貢献する無償のボ
ランティア活動
◦社会福祉協議会に届出、委嘱された活動であること
●問合せ先
加入申込手続きや補償内容など、詳しくは市社協（☎
45-6116）松本まで

ボランティア活動保険の
加入について
ボランティア活動保険の
加入について
ボランティア活動保険の
加入について

活動中の様々な事故によるケガや損害賠償責任を補償します。

平成
23年度
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介護保
険で

レンタル
できます

。

福祉用具のレンタル・お問合せは　市社会福祉協議会

☎45-6116までお願いします。

★ 洋式トイレでの立ち上がりが大変という方におおすめです。
★ トイレフレームが簡単な固定で、しっかり安定したひじ掛
　 け仕様になります。
★ ひじ掛けは左右別々の高さに出来ます。
　 （５５・５８・６１・６６・７１cmの５段階）
★ 狭いトイレにも工具を使わず、取り付けが簡単です。
★ 錆に強いステンレス製。

本体の特徴本体の特本体の特本体の特本体の特徴徴徴徴本体の特徴

洋式トイレ用フレーム
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おりもんや作品展
「織と染の作品展」～春のおとずれ～
日時：３月18日～23日  10：00～17：00まで
　　　※最終日（23日）は15：00まで
作品：のれん、かばん、服、マフラー、その他

会場・問合せ : 境港福祉の店

〒684－0005  境港市松ヶ枝町28－4（水木しげるロード）
　　　　　Tel・Fax  44－3666

手話奉仕員養成講習会入門課程受講の案内手話奉仕員養成講習会入門課程受講の案内

■受講申込先・問合せ先
　特定非営利活動法人
　コミュニケーション支援センター ふくろう
　☎ 0858-27-2355　FAX 0858-27-2360

●開催期間／4月14日（木）～9月8日（木）
 おおむね毎週木曜日（全23回）
●会　　場／米子市福祉保健総合センター ふれあいの里
●講習時間／10:00～12:00
●受 講 料／2,000円 （税込）  ※テキスト代別
●申込締切／3月25日（金） （当日消印有効）

相談の種類 相 談 内 容 開 設 日 時 間

心配ごと相談
（民生委員）
（司法書士）

心配ごとや、日常生活上
のいろいろな問題

（毎週金曜日）

4月1日、8日、15日
22日

13:00

～

16:00

法 律 相 談
（弁 護 士） 法律に関する相談

（毎月第１・第３金曜日） 4月1日、15日
13:30

～

15:30

４月の相談日 相談無料相談無料

秘密厳守秘密厳守

◇心配なこと、困っていること、何でもOK!悩みごとのある人は一人で悩まずお気軽にご相談ください。

ふれあい総合相談センター

会場：浜の里〔老人福祉センター（竹内町）〕です。

要予約

◎法律相談は予約制ですので 事前にお電話ください。
※なお、法律相談は初回の方を優先します。

相談の種類 相 談 内 容 開 設 日 時 間

人 権 相 談
（人権擁護委員）

人権に関する相談
（毎月第２木曜日） 4月14日

13:00

～

16:00行 政 相 談
（行政相談委員）

役所の仕事、手続き、サー
ビスなどに関する相談
（毎月第２金曜日）

4月8日

人権相談：
　鳥取地方法務局
　米子支局
　☎22-6161

行政相談：
　市役所地域振興課
　広報広聴係
　☎47-1023

問合せ先

（平成23年1月17日～平成23年2月15日）

月 品　　　名 預託者

1 32型液晶テレビ 中野町
手 島 絹 代

（敬称略）預託の部

月 品　　　名 払出先

1 32型液晶テレビ 市内福祉施設へ

（敬称略）払出の部

善意銀行業務報告
☎４５‒６１１６
境港市社会福祉協議会

　２月より法律相談員が替わりま
した。
　新しい相談員は、太田正志弁護
士、川井克一弁護士です。
　法律相談をご希望の方は、ふれ
あい総合相談受付（市社協）まで
ご連絡ください。

お 知 ら せ
ふれあい総合相談センターより
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月日 金額（円） 故　 人 寄付者 住　 所

1.17
17
18
18
19
20
20
21
24
24
24
26
26
26
26
26
26

20,000
30,000
30,000
20,000
20,000
100,000
30,000
30,000
100,000
30,000
30,000
50,000
5,000
30,000
50,000
30,000
30,000

德 島 暉 世
牧 島 忠 秋
富 谷 三 博
石尾三枝子
（匿　名）
和 田 致 雄
阿 部 省 一
壽 美 　 清
池 田 律 子
柏 木 悦 子
澁 山 清 惠
門脇佐智枝
森 脇 　 隆
池渕トミコ
赤 沼 ワ キ
倉田よし子
濵 田 花 子

德 島 澄 江
牧 島 俊 宏
富 谷 信 一
石 尾 　 誉
（匿　名）
和 田 博 雄
阿 部 美 喜
壽 美 修 一
池 田 直 人
柏木洋之助
澁山勝一郎
門 脇 宰 司
森脇ミエ子
池 渕 喜 知
赤 沼 誠 一
倉 田 好 高
濵 田 賢 一

上 道 町
麦 垣 町
朝 日 町
高 松 町
―

明 治 町
高 松 町
馬 場 崎 町
福 定 町
花 町
竹 内 町
渡 町
元 町
中 野 町
小 篠 津 町
岬 町
外 江 町

■「こだま」への香典返し芳名録掲載につきましては、寄付者ご本人の了解をいただいております。
　一般寄付、香典返しは、高齢者、児童、障がい者の福祉事業、ふれあい総合相談事業等、地域福祉活動を推進する上で貴重な財源として活
用させていただいております。なお、一般寄付、香典返しは、市社会福祉協議会（竹内町老人福祉センター東側）、または市役所（福祉課）
で取扱っています。

この広報紙は、共同募金配分金の一部を活用して発行しています。

月日 金額（円） 故　 人 寄付者 住　 所

1.27
2. 1
1
3
3
4
7
7
8
8
8
9
10
14
14
15

10,000
100,000
30,000
50,000
30,000
100,000
30,000
30,000
100,000
50,000
30,000
50,000
30,000
50,000
30,000
30,000

（匿　名）
根 平 こ う
遠 藤 一 己
伊 達 久 彌
松 下 あ き
納 原 明 哲
西 村 榮 弐
門 脇 葉 末
音 田 一 人
福島たかゑ
片岡佐登子
角 優
粟 谷 淳 一
木村百合子
手島万千子
寺 本 貞 子

（匿　名）
根 平 武 雄
遠 藤 悠 正
伊 達 敬 輔
松下眞一郎
納 原 　 立
西 村 賢 一
門脇ひと美
音 田 貴 之
福 島 俊 一
片 岡 　 栄
角 祐 一
粟 谷 力 男
木 村 弘 史
手 島 浩 一
寺 本 良 次

―
朝 日 町
外 江 町
竹 内 町
上 道 町
竹 内 町
新 屋 町
渡 町
渡 町
福 定 町
外 江 町
広島県福山市
蓮 池 町
財 ノ 木 町
京 町
上 道 町

香典返しご寄付芳名録　ありがとうございました
（平成23年1月17日～平成23年2月15日） （敬称略）

境港市社会福祉協議会

嘱託職員
採用試験を
実施します。

★採用職種及び採用予定人数
一般事務補助員　　　１名

★受験資格
（1）昭和31年4月2日以降に生まれた人で高等学校卒業程度の人
（2）平成22年4月1日以前から引き続き境港市に住民登録がある

か、本籍のある人または父母の住所が境港市にある人

★受験手続
（1）提出書類
①受験申込書（社会福祉協議会で用意したもの）
②履歴書（社会福祉協議会で用意したもの）
③写真（履歴書に添付、申込前6ヶ月以内に無帽で正面から
上半身を写した縦4.5㎝、横3.5㎝のもので、本人と確認でき
るもの）

※受験申込書・履歴書は、黒または青のボールペン・万年筆による自筆とし
ます。（ワープロ等不可）

※なお、郵送で提出する場合は、封筒の表に朱書きで「職員採用試験申込」と
明記してください。また、受験申込書等を郵便で請求する場合、封筒の表
に朱書きで「受験申込書請求」と記入の上80円切手を貼った送付先明記
の返信用封筒（定型、長型3号）を同封してください。

（2）申込み受付期間
　平成23年3月7日㈪より平成23年3月22日㈫、午後5時まで受
け付けます。（ただし、郵送の場合は3月22日付消印まで受け
付けます。）

★試験日程及び試験会場
平成23年３月２７日（日）
境港市老人福祉センター
★選考方法
面接試験（人柄等についての個別面談による試験）

★採用予定日
平成23年４月１日（都合によっては、５月１日）
その他、勤務条件、就業期間などは下記にお問合せください。

★申込み・問合せ先
〒684-0043 境港市竹内町40番地 境港市社会福祉協議会
担当：足立敏夫    Tel.45-6116  Fax.45-6146


